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研究実績 

の概要 

本研究では、上記の課題に対して、従来のカメラに加え車載の対物認識に利用されている

ミリ波 MIOMO レーダと UWB センサを利用して、センサフュージョンによる車内見守り

システムの検討を行った。 

UWBセンサとMIMOミリ波レーダのToF（Time of Flight）機構による距離計測機能を活

用して、カメラとの組み合わせで、ドライバーや乗客の行動認識を行うシステムの研究を

実施し、同時に、UWB センサと MIMO レーダによる、心臓の動きを検知する事での、非

侵襲での心拍計測システムの検討を実施した。 

心拍数の計測では、どちらのセンサでも、既存の接触型のホルタ心電計と遜色のない心

拍数の計測が可能となった。ただし、心拍の間隔のバラツキ計測については、MIMOミリ

波レーダでの心拍波形のシンプリングレートが不足したために、バラツキの精度について

は、ホルタ心電計に比べて、精度が不足した。この点が今後の課題となる。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

運転中の車内においての評価では、UWB センサを用いて非接触での心拍間隔(RRI) の計

測を実現するシステムの検討を行った。本システムでは，運転中に発生する車内外からの

ノイズを除去するため，センシングデータに対してバンドパスバターワースフィルタによ

るノイズフィルタリングを適用することで心拍の抽出を行なった。 

適用実験として，動体検出を目的として広く用いられているMIMO レーダを比較対象とし

て，本システムを用いることでより高精度に RRI の検出が実現できるかについて評価を

行った．本実験では，接触型の心拍センサによって得られた。 

RRI を正解データとして，RRI の検出精度をBland-Altman プロットによって評価してい

る．結果として，UWB センサを用いることにより，MIMO レーダと比較して，接触型心拍

センサにより近いRRI を計測できたことを示している。 

 

 

 

 

 

 

 

UWBセンサのセンシング波形      UWBセンサのフィルタリング波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

MIMOレーダのセンシング波形      MIMOレーダのフィルタリング波形 
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